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議題

１ 恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過と
令和４年度の主な取組(報告)
１ 「ほっかいどう恐竜・化石カード・マップ」の配付
２ 「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展2022オータム」の開催
３ 「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の制作

２ 令和５年度の取組(案)
１ 「恐竜・化石大陸 北海道」プロモーションの実施
２ オリジナルフレーム切手の制作
３ その他
４ 今年度のスケジュール(案)

３ 各博物館・団体等からの話題・情報提供について
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１ 恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過

本道における恐竜・化石を活用した地域づくりを推進
するため、適切な保管・管理のもと、多様な関係者の
連携による持続可能な取組を展開していきます。

(1)恐竜・化石情報の共有・発信
教育・生涯学習、観光・文化振興、研究など多様な価値を持った地域資源である

恐竜・化石について、道内各地域が連携・協働し、その魅力を発信していきます。

(2)広域的に連携した取組の推進
全道各地で発掘・展示されている恐竜・化石について、各地域が地域資源として

潜在的な価値を磨き上げ、それぞれの地域や資源が有機的につながる取組を官民
連携して推進します。

取組方針（抜粋）
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１ 恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過

H30.1 「北海道恐竜・化石ネットワーク研究会」設置

H30.8 「恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性」策定

R2. 2      「ほっかいどう恐竜・化石カード」の制作

R2.12     「恐竜・化石大陸 北海道」PR動画の制作・発信

R3. 3    「ほっかいどう恐竜・化石マップ」の制作（クラウドファンディング）

R3. 3      「ほっかいどう恐竜・化石カード」配付キャンペーン実施

R3. 8 ネットワーク研究会の参加市町拡大（５市町→12市町）

R3.7-8 「みんなで創ろう!ほっかいどう恐竜・化石大図鑑!!」の実施

R4. 1 「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展」の開催

これまでの経過（H29~R3年度)
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１ 令和４年度の主な取組(報告)

１ 「ほっかいどう恐竜・化石カード・マップ」の配付

２ 「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展
2022オータム」の開催

３ 「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の制作
（クラウドファンディング）

主な取組
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１ 令和４年度の主な取組(報告)

◎実施期間
R4.7.17～8.21（夏休み期間に実施）

◎内容
●恐竜･化石を展示している博物館等への訪問を促すため、

「ほっかいどう恐竜･化石カード」及び「同マップ」の

配付キャンペーンを実施

●12市町の博物館等にご協力いただき、入館した希望者にカードとマップを配付

●異なる種類のカード３枚を集めると、レアカード（カムイサウルス）をプレゼント

◎結果
●合計でカード約3,000枚、マップ約900部を配付

「ほっかいどう恐竜・化石カード・マップ」の配付
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１ 令和４年度の主な取組(報告)

◎日時・場所
R4.10.1(土)～2(日)
@イオンモール札幌発寒 すずらん広場付近

◎内容
①体験ブース ●AR撮影体験（むかわ町）

●ミニ発掘体験（足寄町）
②展示ブース ●むかわ竜1/5骨格レプリカ（むかわ町）

●デスモスチルス・アショロア骨格レプリカ（足寄町）
●ヌマタネズミイルカ骨格レプリカ（沼田町）
●異常巻アンモナイト化石標本、ウラホロミガキボラ化石標本（浦幌町）
●パネル・ポスター展示（三笠市、八雲町）

◎来場者数
●イベント全体で１万人程度
●AR体験:数百名、ミニ発掘体験:416名

「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展2022オータム」の開催
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１ 令和４年度の主な取組(報告)
「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展2022オータム」の開催
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１ 令和４年度の主な取組(報告)

◎クラウドファンディングの実施
●実施期間:R4.8.10～10.31
●寄 附 額:834,000円

（目標額:500,000円）
※道内外の個人127名、道内企業４社

◎カレンダーの制作
●見開きA3サイズ、16ページのフルカラー、5,000部を制作
●後期白亜紀からの１億年を１年365日に換算したカレンダーで、時代毎に繁栄
した12市町(＋道博物館)ゆかりの古生物や北海道の成り立ちについて紹介

●12市町の特徴や各展示施設の見どころ等も紹介
●国内外で発見された古生物を時代毎に紹介するコーナーやコラム等も掲載

記事・画像等のご提供や内容の監修等、皆様から多大なご協力をいただき、
ありがとうございました。

「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の制作
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２ 令和５年度の取組(案)

１ 「恐竜・化石大陸 北海道」プロモーションの実施

１ 「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の配付

２ 「恐竜・化石大陸ほっかいどう展2023」(仮)の開催

２ オリジナルフレーム切手の制作

３ その他

主な取組
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２ 令和５年度の取組(案)

多くの方々に道内各地の博物館や展示施設を積極的に訪問してもらい、

化石やレプリカに触れあい、その魅力や迫力を直に感じてもらうため、

各地域と連携して以下のプロモーションを実施予定

【プロモーション企画】

１ 「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の配付キャンペーン

〔７～８月:夏休み中〕

２ 「恐竜・化石大陸ほっかいどう展2023」(仮)の開催

〔秋以降〕

３ オリジナルフレーム切手の制作

主な取組
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２ 令和５年度の取組(案)

◎概要
●恐竜･化石の展示施設等への訪問を促すため、来館した希望者に

「ほっかいどう恐竜･化石カレンダー」を配付
●展示施設に入館すれば答えが見つけられるようなクイズを出題し、

入館してクイズに回答された方にカレンダーをお渡しすることを予定

◎配付期間
令和５年(2023年)

７月１７日（月）から８月まで
※夏休み期間を想定

◎配付施設
12市町の展示施設＋道博物館

「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の配付
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２ 令和５年度の取組(案)

◎概要
日頃、「北海道の恐竜・化石」に触れる機会の少ない層をメインターゲットに、
恐竜・化石に興味を持って頂き、道内各地の展示施設への来館を促すため、
不特定多数の人の往来の多いショッピングモールでPRイベントを開催する。

◎期間・場所
●期間:令和６年(2024年)１月以降
●場所:イオンレイクタウン（埼玉県越谷市）を想定

※日本最大級のショッピングモール（休日の買物客は１日あたり約10万人）

◎内容
① 化石・骨格レプリカ、パネル・ポスター等の展示
② AR体験や発掘体験などの体験ブースの設置
③ 小林先生のステージイベント 等

「恐竜・化石大陸ほっかいどう展2023」(仮)の開催
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調整中

イオンレイクタウン



２ 令和５年度の取組(案)
研究会構成団体の皆様への依頼事項
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① 展示施設にて、クイズの作問及び恐竜・化石カレンダーの
配付をお願いします。
※クイズの用紙等は、道地域政策課において作成し送付する予定です。

② 秋以降に開催予定の「恐竜・化石大陸ほっかいどう展
2023」(仮)へのPRブースの出展、PR資材の提供等を
お願いします。



２ 令和５年度の取組(案)

◎ねらい
●12市町の代表的な恐竜・化石を1枚のオリジナルフレーム切手にすることで、ネットワーク

研究会として一体感のあるPRが可能
●オンラインでの全国販売により、北海道の恐竜・化石の多様性や魅力を全国に発信可能
（窓口販売は道内のみ）

◎概要
●道と日本郵便㈱北海道支社との連携協定に基づき、
オリジナルフレーム切手を制作・販売

●「恐竜・化石大陸ほっかいどうオリジナルフレーム切手」と
題し、12市町の代表的な古生物
化石等の画像を１枚の切手シートにまとめ、付属の解説
用紙で展示施設等を紹介

●1000シート程度制作し、日本郵便㈱が道内郵便局及び
オンラインで販売

（イベント等で郵便局が販売ブース等を設置することも可能）
●デザイン制作については、日本郵便㈱の専門業者が対応

◎制作時期
秋頃を目標に制作→埼玉のイベントで発売

オリジナルフレーム切手の制作
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２ 令和５年度の取組(案)
その他
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◎北海道新聞社から出版予定の書籍について
●北海道新聞社が出版を予定している古生物の書籍の巻末で、

ネットワーク研究会と12市町の展示施設の紹介を掲載いただける予定

●原稿作成の依頼が秋以降に来る予定

→展示施設の紹介記事のご確認等をお願いする予定です。



２ 「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の制作について

スケジュール
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ネットワーク
研究会 第１回 第2回

カレンダー
配付

PRイベント

フレーム切手

道新の書籍

カレンダー配付キャンペーン企画・調整

制作・納品調整・契約

開催予定

市町と調整・発行予定

市町に送付

企画・調整

発売

出展希望調査

効果測定

効果測定

効果測定


